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ごあいさつご参会民きました方々に厚くお礼を申し上げたいと思い







校になりました。その日以後の学長であった本問先生を小心といたしまして、東亜同文書院関係者が基軸をなして、戦後すぐこの虫橋に設立された大学が愛知大学です。この愛知大学にはそれ以外にも京城帝大、あるいは台北帝大の関係者も加わっておられ す。しかしながら の背骨をなすのはやはり東亜同文書院の教職貝であり、学生であったと言ってよかろうかと思います。その意味で東部同文書院大学は愛知大学にとって言わば前身校であると位前づけることができるので ないかと思っています。しかしながら、設立当初は
GHQ
との関係で、この二つ



















ますが、これについても愛知大学は、中国現地重視の教育ということで申請を致しましたところ、これも幸いにも採択をしていただきました。言わば愛知大学が大学院レベルの研究の面でも、学部レベルの教育の而でも 中国に関わる研究教育につ て大変高い評価を受け ことになります。大学はご承知のように非常に厳しい状況の下に置かれております。その中でやはりそれぞれの大学が特色を持って生き延び、そ 特色を発揚させていかなければならないという状況がございますが、愛知大学の何よりの特徴は、やはり中国に関わ あり こうした面 さらにいっそう強化発展させていく必要がある 考えてお ます。その特色の一つの表現が、今年で一
O
周年を迎えた記念












を迎えます。また展示施設が設けられて今年でちょうど五年目になりま その経緯は今お話しいただきましたので繰り返しませんが、特に をああいつた形で多くの方々のご協力をいただいて、今ご紹介のありましたようにいろいろな資料をもとに展示することができま た。先ほどのお話のように、記念センターの内容というのは本学にとって大学創設の原点にあたるものです。もう一点は近代中国が成立していく中で 孫文を中心 した近代中国の誕生にかかわる史資料 展示しております。そういう意味でも 成立の原点にあ るのではないか 思います。特に今日の中国はかつて孫文が描いた国土計画をほとんどそのままフォローしているよう 思 一部ズレがありますけれども、そういうことを考え すとやは 、現在中国を孫文 目からみることもできそ です。その孫文と書院の方々とのつながりというものを、この記念センターが示していまして、そういうリンクがあ と うよう







































でありまして、その の雅号 但山と申しまし ので霞山会
と言いますが、そちら
の常任理事もされています
。最近
では東亜同文会昭和史の編集もされていまして、立派な本を刊行されています
。
先生はル
ーマニア
の大使も経験されていますので、私が
以前ルーマニアに行く時に、事前に先生から情報を教えていただきました。先生は長く東亜同文書院と愛知大学の橋渡し
的役割
も来たされ、ある意味では接点に立た
れて
いま
す
。今日は東亜
同文書院の出身者の方々
の日中関係との関
わりはどうだつたか、というお話を伺 たいと思います
。
それでは早速小崎先生、どうぞお願 いたします。
